
様式１(共通)

注）計画変更の年月日・番号は最新のものを記載すること。

資 格 氏 名

建 築 士 事 務 所 名

工 事 監 理 者 （　　）建築士（　　　　　　　　）登録第　　　　　　号

（　　）建築士事務所（　　　　  ）登録第　　　　　　号 TEL

省エネ基準工事監理報告書

令和　　年　　月　　日

工事の監理状況を報告します。
この監理報告書及び提出書類に記載の事項は、事実に相違ありません。

株式会社　国際確認検査センター　様　　

省エネ基準に関し 　　建築設備士（　　　　 　　   ）登録第　　　　　　号

意 見 を 聴 い た 者

の氏名・勤務先名 （　　　　　             　   ）　登録第　　　　　　号 TEL

第　　　　　　　　　号

敷地内の判定又は認定
の 対 象 と な っ た
建 築 物 の 棟 数

棟（内：標準入力法　　棟　、　モデル建物法　　棟　、　その他　　棟）

建 築 主 氏 名

敷 地 の 地 名 地 番

確 認
年 月 日 ・ 番 号

概 要

　　年　　　月　　　日 計 画 変 更 確 認 　　年　　　月　　　日

第　　　　　　　　　号 年 月 日 ・ 番 号



様式ＭＡ－１（モデル）　建築物の概要

□ 建築物エネルギー消費性能確保計画の判定

□ 建築物エネルギー性能向上計画の認定

□

□ 外皮 □

□ 空気調和設備 □

□ 機械換気設備 □

□ 照明設備 □ その他（　　　　　 　　　　　　　）

①

②

③ 申請部分

⑥

⑦

⑧ 地上

⑨

⑩

⑪ 方位

建 築 物 の 名 称

工 事 種 別 □新築　　　□増築　　　□改築
確認申請書第四面

【1．番号】

判定又は認定の種別
及 び 年 月 日 ・ 番 号

※ 計 画 変 更 判 定 等 が あ る
場 合 は 最 新 の 年 月 日 ・ 番
号 を 記 載 し て く だ さ い 。

　　年　　月　　日
第　　　　　　　　　号

　　年　　月　　日
第　　　　　　　　　号

低炭素建築物新築等計画の認定
　　年　　月　　日

第　　　　　　　　　号

軽 微 な 変 更

※変更がある場合は、「建築
物 エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 確
保計画に係る軽微な変更説明
書」を添付してください。

有 ・ 無

□Ａ 省エネ性能が向上する変更

□Ｂ 一定範囲内の省エネ性能が減少する変更

□Ｃ 再計算によって基準適合が明らかな変更 (計画の抜本的な変更を除
く)

判定又は認定の対象
と な っ た 建 築 物 の
構 造 又 は 設 備 等

給湯設備

昇降機設備

太陽光発電設備

省 エ ネ ル ギ ー 基 準

地 域 区 分 ＊

年間日射地域区分 ＊＊

＊

④
建築基準法施行規則
別記様式に定める用途

記 号

用 途 の 区 分

延 べ 面 積 [ ㎡ ] 既存部分
増改築の場合

⑤
モ デ ル 建 物 法 で
適 用 す る

建物モデルの種類 ＊

建 物 用 途

室用途
(集会所等の場合のみ)

計 算 対 象 部 分 の

床 面 積 [ ㎡ ] ＊

計 算 対 象 部 分 の

空調対象床面積[㎡]＊＊

計算対象部分の階数＊＊ 地下

＊ はモデル建物法による評価のために必ず記入が必要となる項目
＊＊ は外皮（ＰＡＬ）及び空気調和設備を評価する際に入力が必要となる項目

＊＊＊ は太陽光発電を評価する際のみ必須となる項目

計 算 対 象 部 分 の

階高の合計 [ｍ ]＊ ＊

計 算 対 象 部 分 の

外 周 長 さ [ ｍ ] ＊ ＊

計 算 対 象 部 分 の

非 空 調 コ ア 部 ＊ ＊ 長さ[ｍ]



様式ＭＡ－２（モデル） 報告事項の確認結果

① 断熱材の仕様、設置状況
　A・B・C
・
・

適・不適

② 窓の仕様、設置状況（ブラインドボックス、庇の設置状況を含む）
　A・B・C
・
・

適・不適

① 熱源機器の仕様、設置状況
　A・B・C
・
・

適・不適

② 全熱交換器の仕様、設置状況
　A・B・C
・
・

適・不適

③ 全熱交換器の自動換気切替機能の設置状況
　A・B・C
・
・

適・不適

④ 予熱時外気取入れ停止制御の設置状況
　A・B・C
・
・

適・不適

⑤ ２次ポンプの変流量制御の設置状況
　A・B・C
・
・

適・不適

⑥ 空調機ファンの変風量制御の設置状況
　A・B・C
・
・

適・不適

① 換気設備の仕様、設置状況
　A・B・C
・
・

適・不適

②
　A・B・C
・
・

適・不適

① 照明器具の仕様、設置状況
　A・B・C
・
・

適・不適

② 各種制御の設置状況

① 熱源機器の仕様、設置状況
　A・B・C
・
・

適・不適

② 給湯配管の保温の仕様、設置状況
　A・B・C
・
・

適・不適

③ 節湯器具の仕様、設置状況
　A・B・C
・
・

適・不適

昇降機の仕様、設置状況
　A・B・C
・
・

適・不適

太陽光発電設備の仕様、設置状況
　A・B・C
・
・

適・不適

注）
１．計算対象となる設備等が無い場合は、当該設備等に係る項目の記載は不要です。

３．「確認方法」の欄は、A・B・Cのうち、該当するものを○で囲んでください。Cに該当する場合は、確認に用いた具体的な書類を記載してください。
A:目視による立会確認　B: 計測等による立会確認　C：施工計画書等・試験成績書等による確認

確認結果

１．外皮

項　　　目 報　　　　告　　　　事　　　　項
照合を行った
設計図書

確認方法

２．「照合を行った設計図書」の欄は、建築物省エネ法施行規則第１条第１項に規定する図書等のうち、工事監理で照合を行った図書を記載してください。

適・不適【在室検知制御・ﾀｲﾑｽｹｼﾞｭｰﾙ制御・初期照度補正制御・明るさ検知制御】

５．給湯設備

６．昇降機設備

７．太陽光発電設備

　A・B・C
・
・

２．空気調和設備

３．換気設備

送風量制御の設置状況

４．照明設備



様式ＭＡ－３（モデル）

有 無

工事監理報告書（ＭＢ－１） 工事監理報告書（ＭＢ－１）

適判時シート ＋ 変更後シート 適判時シート

工事監理報告書（ＭＢ－２） 工事監理報告書（ＭＢ－２）

適判時シート ＋ 変更後シート 適判時シート

工事監理報告書（ＭＢ－３） 工事監理報告書（ＭＢ－３）

適判時シート ＋ 変更後シート 適判時シート

工事監理報告書（ＭC－１） 工事監理報告書（ＭC－１）

適判時シート ＋ 変更後シート 適判時シート

工事監理報告書（ＭC－２） 工事監理報告書（ＭC－２）

適判時シート ＋ 変更後シート 適判時シート

工事監理報告書（ＭC－３） 工事監理報告書（ＭC－３）

適判時シート ＋ 変更後シート 適判時シート

工事監理報告書（ＭC－４） 工事監理報告書（ＭC－４）

適判時シート ＋ 変更後シート 適判時シート

工事監理報告書（ＭD） 工事監理報告書（ＭD）

適判時シート ＋ 変更後シート 適判時シート

工事監理報告書（ＭE） 工事監理報告書（ＭE）

適判時シート ＋ 変更後シート 適判時シート

工事監理報告書（ＭF） 工事監理報告書（ＭF）

適判時シート ＋ 変更後シート 適判時シート

工事監理報告書（ＭG） 工事監理報告書（ＭG）

適判時シート ＋ 変更後シート 適判時シート

工事監理報告書（ＭH） 工事監理報告書（ＭH）

適判時シート ＋ 変更後シート 適判時シート

注）
1.「適判時の対象」欄は、それぞれ適合性判定時に評価しているシートを選択してください。
2.「変更」欄は、適合性判定時の入力シートの内容について、変更の有無の状況を選択してください。

　入力シートの写し」を示します。
4.「添付する報告書等」欄は、変更の有無の区分に応じて、それぞれ添付する報告書様式や入力シートの写し等の種別を選択してください。
　なお、添付する報告書等は、本様式の後ろに番号１から順に添えてください。また、変更がある場合で「適判時シート＋ 変更後シート」
　を選択した場合、それぞれの資料の区別が分るように添えてください。
5. 工事施工時の設備機器の追加で、適合性判定時に評価していなかった入力シートについて評価が追加になった場合、また逆に、適合性
　判定時に評価していた入力シートについて、変更により設備機器の設置がなくなった場合の上表の記載方法は、別の『省エネ基準工事
　監理報告書作成上の留意点』をご参照ください。

10

11

12

5

6

7

8

9

 様式Ｇ
　昇降機入力シート

 様式Ｈ
　太陽光発電入力シート

 様式Ｅ
　照明入力シート

 様式Ｆ
　給湯入力シート

 様式Ｃ－４
　空調送風機入力シート

 様式Ｄ
　換気入力シート

 様式Ｃ－２
　空調外気処理入力シート

 様式Ｃ－３
　空調二次ポンプ入力シート

4
 様式Ｃ－１
　空調熱源入力シート

3.「添付する報告書等」欄の、【適判時シート】とは「適合性判定時の入力シートの写し」を【変更後シート】とは「変更内容を反映した

各入力シートの確認結果【モデル建物法】

番号
適判時
の対象

適合性判定時入力シート
変更 添付する報告書等

変更「有」の場合の選択 変更「無」の場合の選択

2
 様式Ｂ－２
　断熱仕様入力シート

1
 様式Ｂ－１
　開口部仕様入力シート

3
 様式Ｂ－３
　外皮仕様入力シート



様式ＭＢ−１(モデル)　開口部仕様

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ①' ②' ③' ④' ⑤' ⑥' ⑦' ⑧' ⑨' ⑩' ⑪' ⑫'

備考 備考

建具仕様名称 幅 W 高さ H 窓面積 建具の種類 ガラスの種類 熱貫流率 日射熱取得率 熱貫流率 日射熱取得率 建具仕様名称 幅 W 高さ H 窓面積 建具の種類 ガラスの種類 熱貫流率 日射熱取得率 熱貫流率 日射熱取得率

[m] [m] [m2] [W/(m2･K)] [-] [W/(m2･K)] [-] [m] [m] [m2] [W/(m2･K)] [-] [W/(m2･K)] [-]

判定時との
比較

(異なれば✓)

窓（ガラス＋建具）の性能 窓（ガラス＋建具）の性能 窓（ガラス＋建具）の性能 窓（ガラス＋建具）の性能

ガラスの性能 ガラスの性能

判定又は認定時 工事監理時

②&③入力 又は ④入力 ⑤＆⑥入力 又は ⑤＆⑦＆⑧入力 又は ⑨＆⑩入力 ②'&③'入力 又は ④'入力 ⑤'＆⑥'入力 又は ⑤'＆⑦'＆⑧'入力 又は ⑨'＆⑩'入力



様式MＢ−２(モデル)　断熱仕様

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ①' ②' ③' ④' ⑤' ⑥' ⑦' ⑧' ⑨'

断熱仕様名称 部位種別 断熱材種類 断熱材種類 熱伝導率 厚み 熱貫流率 備考 断熱仕様名称 部位種別 断熱材種類 断熱材種類 熱伝導率 厚み 熱貫流率 備考

（大分類） （小分類） [W/(m･K)] [mm] [W/(m2･K)] （大分類） （小分類） [W/(m･K)] [mm] [W/(m2･K)]

(異なれば✓)

判定又は認定時 工事監理時

③＆⑥入力 又は ③＆④＆⑥入力 又は ⑤＆⑥入力　又は　⑦入力 ③'＆⑥'入力 又は ③'＆④'＆⑥'入力 又は ⑤'＆⑥'入力　又は　⑦'入力

判定時との
比較



様式ＭＢ−３(モデル)　外皮仕様

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑪ ①' ②' ③' ④' ⑤' ⑥' ⑦' ⑧' ⑨' ⑪' ⑫'

外皮名称 方位 幅 Ｗ 高さ Ｈ 外皮面積 断熱仕様名称 建具仕様名称 建具等個数 ブライン
ドの有無

備考 外皮名称 方位 幅 Ｗ 高さ Ｈ 外皮面積 断熱仕様名称 建具仕様名称 建具等個数 ブライン
ドの有無

備考
判定時との

比較

(異なれば✓)

[m] [m] [m2] 冷房 暖房 [m] [m] [m2] 冷房 暖房

日除け効果係数 日除け効果係数

判定又は認定時 工事監理時
⑩ ⑩'

③&④入力又は⑤入力 ③'&④'入力又は⑤'入力



様式ＭＣ−１(モデル)　空調熱源

① ② ③ ⑦ ①' ②' ③' ⑦' ⑧'

台数 備考 台数 備考

[台] [台]

(異なれば✓)

一台当たりの 一台当たりの

冷房 暖房冷房 暖房 冷房 暖房 冷房 暖房

判定時との
比較

定格能力 定格消費電力 定格燃料消費量 定格能力 定格消費電力
熱源機器名称

定格燃料消費量

[kW/台] [kW/台] [kW/台] [kW/台] [kW/台] [kW/台]熱源機種

一台当たりの

熱源機器名称 熱源機種

一台当たりの 一台当たりの 一台当たりの

冷房 暖房 冷房 暖房

判定又は認定時 工事監理時
④ ⑤ ⑥ ④' ⑤' ⑥'



様式ＭＣ−２(モデル)　空調外気処理

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ①' ②' ③' ④' ⑤' ⑥' ⑦' ⑧' ⑨' ⑩'

送風機名称 台数 設計給気風量 設計排気風量 冷房時 暖房時 備考 送風機名称 台数 設計給気風量 設計排気風量 冷房時 暖房時 備考

[台] [m3/h/台] [m3/h/台] [％] [％] [台] [m3/h/台] [m3/h/台] [％] [％]

(異なれば✓)

判定時との
比較

判定又は認定時 工事監理時

全熱交換器の全熱交換効率 全熱交換器の全熱交換効率

全熱交換器
の自動換気
切換機能の

有無

予熱時外気
取り入れ停
止の有無

全熱交換器
の自動換気
切換機能の

有無

予熱時外気
取り入れ停
止の有無



様式ＭＣ−３(モデル)　空調二次ポンプ

① ② ③ ④ ⑤ ①' ②' ③' ④' ⑤' ⑥'

二次ポンプ名称 台数 １台あたりの 二次ポンプ名称 台数 １台あたりの

定格流量 変流量制御の有無 備考 定格流量 変流量制御の有無 備考

[台] [m3/h台] [台] [m3/h台]

(異なれば✓)

判定又は認定時 工事監理時

判定時との
比較



様式ＭＣ−４(モデル)　空調送風機

① ② ③ ④ ⑤ ①' ②' ③' ④' ⑤' ⑥'

空調送風機名称 台数 １台あたりの 空調送風機名称 台数 １台あたりの

定格風量 変風量制御の有無 備考 定格風量 変風量制御の有無 備考

[台] [m3/h台] [台] [m3/h台]

(異なれば✓)

判定又は認定時 工事監理時

判定時との
比較



様式ＭＤ(モデル)　換気

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ①' ②' ③' ④' ⑤' ⑥' ⑦' ⑧' ⑨' ⑩' ⑪' ⑫'

一台あたりの 一台あたりの 一台あたりの 一台あたりの

室名称 室用途 床面積 換気方式 機器名称 台数 送風量 電動機出力 備考 室名称 室用途 床面積 換気方式 機器名称 台数 送風量 電動機出力 備考

[㎡]
[台] [㎥/h台] [W/台]

[㎡]
[台] [㎥/h台] [W/台] (異なれば✓)

判定又は認定時 工事監理時

高効率
電動機

送風量
制御

高効率
電動機

送風量
制御

判定時との
比較



様式ＭＥ(モデル)　照明

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ①' ②' ③' ④' ⑤' ⑥' ⑦' ⑧' ⑨' ⑩' ⑪' ⑫'

室名称 室用途 床面積 照明器具名称 消費電力 台数 在室検知制御 明るさ制御
タイムスケ

ジュール制御
初期照度補正

機能
備考 室名称 室用途 床面積 照明器具名称 消費電力 台数 在室検知制御 明るさ制御

タイムスケ
ジュール制御

初期照度補正
機能

備考
判定時との

比較

[㎡] [W/台] [台] [㎡] [W/台] [台]

(異なれば✓)

判定又は認定時 工事監理時

省エネ制御 省エネ制御



様式ＭＦ(モデル)　給湯

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ①' ②' ③' ④' ⑤' ⑥' ⑦' ⑧' ⑨' ⑩' ⑪'

給湯系統名称 給湯用途 熱源名称 台数 定格 定格 定格 配管保温仕様 節湯器具 備考 給湯系統名称 給湯用途 熱源名称 台数 定格 定格 定格 配管保温仕様 節湯器具 備考

加熱能力 消費電力 燃料消費量 加熱能力 消費電力 燃料消費量

[kW/台] [kW/台] [kW/台] [kW/台] [kW/台] [kW/台]

(異なれば✓)

判定又は認定時 工事監理時

判定時との
比較



様式ＭＧ(モデル)　昇降機

① ② ③ ①' ②' ③' ④'

昇降機名称 速度制御方式 備考 昇降機名称 速度制御方式 備考

(異なれば✓)

判定又は認定時 工事監理時

判定時との
比較



様式ＭＨ(モデル)　太陽光発電

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ①' ②' ③' ④' ⑤' ⑥' ⑦' ⑧'

システム名称 太陽電池の種類 アレイ設置方式
アレイのシステム

容量
パネルの設置方位

角
パネルの設置傾斜

角
備考 システム名称 太陽電池の種類 アレイ設置方式

アレイのシステム
容量

パネルの設置方位
角

パネルの設置傾斜
角

備考
判定時との

比較

[kW] [°] [°] [kW] [°] [°]

(異なれば✓)

判定又は認定時 工事監理時


